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職員の“こえ”リレー

「隙間時間の有効活用」「健康づくり」「誰

かの役に立ちたい」「社会と繋がっていた
い」「地域貢献がしたい」理由はなんでも
OK！！高齢の方の生活を支えるお仕事、私
たちと一緒にしてやってみませんか？
短時間から可能、年齢や経験も問いません。
まずは一度、下記までご相談下さい。

仕事内容：ご利用者の身支度、食事の準備や
片付け、お部屋・フロア等の掃除やベッド
メイク、障子の張替えや物品補充、ご利用者
の話し相手や散歩・買い物の付き添いetc

介護助手やってみませんか？

個別相談会実施中
022-303-7552 担当 地域連携室

帰ってきた“書道の会”

今回バトンを受けとったのは“いくつになって
も仕事にプライドと責任を持って働いている”せ
んだんの里で働き始めて21年目の84歳の職員で
す。主な仕事はご利用者の食事を作ることで、常
に大切にしていることは、21年変わらず「ご利用
者の皆さんにおいしい食事を食べてもらうこと」
だそうです。そんなずっと変わらぬ思いで働く姿
勢は職員みんなが尊敬しています。それでも、ご

本人は21年目にしてようやく一人前
になれたかなと話します。それで
は、次にバトンを渡す職員を紹介
しましょう。“常に利用者や職員
のことを気にかけて行動してい
る”そんな職員が、次の“こえ”

の担当職員です。介護助手

コロナ禍前は、特別養護老人ホームやグループホームにお住まいのご利用者とデイサービスやショー
トステイを利用されているご利用者が集まり、定期的に開催していた“書道の会”が、5年半ぶりに再
開しました。お手本を見て書いたり、好きな言葉を書いたりと皆さん思い思いに筆を走らせます。「何
十年ぶりに書いたかしら…」「女学校の時に書いた以来かしら…」と昔を懐かしながら、皆さん姿勢を
正し、真剣に半紙に向かっています。作品が完成したら、作品と一緒に「ハイチーズ！！」
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